
- 1 -

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
五
節

日
本
障
害
者
雇
用
促
進
協
会
に
よ
る
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
の
運
営
の
業
務
の
実
施
（
第
九
条
の
十

「
第
五
節

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
第
九
条
の
十
八

第
九
条
の
二
十
一
）

│

八
・
第
九
条
の
十
九
）
」
を

第
六
節

日
本
障
害
者
雇
用
促
進
協
会
に
よ
る
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
の
運
営
の
業
務
の
実

に
改
め
る
。

施
（
第
九
条
の
二
十
二
・
第
九
条
の
二
十
三
）
」

第
二
条
第
一
号
中
「
身
体
又
は
精
神
に
障
害
」
を
「
身
体
障
害
、
知
的
障
害
又
は
精
神
障
害
（
以
下
「
障
害
」
と
総
称
す
る

。
）
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
別
表
に
掲
げ
る
身
体
上
の
障
害
（
以
下
「
身
体
障
害
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
者
」
を
「
身

体
障
害
が
あ
る
者
で
あ
つ
て
別
表
に
掲
げ
る
障
害
が
あ
る
も
の
」
に
改
め
、
同
条
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
の
次
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

精
神
障
害
者

障
害
者
の
う
ち
、
精
神
障
害
が
あ
る
者
で
あ
つ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。

第
五
条
第
一
項
中
「
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
障
害
者
」
を
「
又
は
精
神
障
害
者
」
に
改
め
る
。
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第
九
条
の
二
第
三
号
中
「
障
害
者
職
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」
の
下
に
「
及
び
知
的
障
害
者
、
精
神
障
害
者
そ
の
他
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
障
害
者
（
以
下
「
知
的
障
害
者
等
」
と
い
う
。
）
が
職
場
に
適
応
す
る
こ
と
を
容
易
に
す
る
た
め
の
援
助
を
行
う

者
（
第
九
条
の
四
第
四
号
に
お
い
て
「
職
場
適
応
援
助
者
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
四
号
中
「
及
び
第
九
条
の
十
二

第
二
項
の
障
害
者
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
「
、
第
九
条
の
十
二
第
二
項
の
障
害
者
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
、
第
九
条
の
十
九
の

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
ロ
を
ハ
と
し
、
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

事
業
主
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
知
的
障
害
者
等
に
対
す
る
職
場
へ
の
適
応
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
助
言
又
は
指
導

を
行
う
こ
と
。

第
九
条
の
四
第
三
号
中
「
前
二
号
」
を
「
前
各
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
第
二
号
を
同
条
第
三
号
と

し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

職
場
適
応
援
助
者
の
養
成
及
び
研
修
を
行
う
こ
と
。

第
九
条
の
四
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

事
業
主
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
知
的
障
害
者
等
に
対
す
る
職
場
へ
の
適
応
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
助
言
又
は
指
導
を

行
う
こ
と
。
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第
九
条
の
八
第
二
項
中
「
業
務
」
の
下
に
「
、
第
九
条
の
十
九
の
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
行
う
業
務
」
を
加

え
る
。

第
九
条
の
十
二
第
一
項
中
「
又
は
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
二
十
二
条
に
規
定
す
る
社
会
福
祉

法
人
」
を
削
る
。

第
九
条
の
十
三
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

支
援
対
象
障
害
者
に
対
し
て
、
そ
の
障
害
の
種
類
及
び
程
度
に
応
じ
、
必
要
な
職
業
準
備
訓
練
を
行
う
こ
と
。

第
九
条
の
十
三
第
五
号
中
「
提
供
し
、
並
び
に
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
係
る
情
報
の
提
供
、
相
談
そ
の
他
の
援
助
を

行
う
こ
と
」
を
「
提
供
す
る
こ
と
」
に
改
め
る
。

第
二
章
第
五
節
中
第
九
条
の
十
九
を
第
九
条
の
二
十
三
と
し
、
第
九
条
の
十
八
を
第
九
条
の
二
十
二
と
し
、
同
節
を
同
章
第

六
節
と
し
、
同
章
第
四
節
の
次
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。

第
五
節

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

（
指
定
）

第
九
条
の
十
八

都
道
府
県
知
事
は
、
職
業
生
活
に
お
け
る
自
立
を
図
る
た
め
に
就
業
及
び
こ
れ
に
伴
う
日
常
生
活
又
は
社
会
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生
活
上
の
支
援
を
必
要
と
す
る
障
害
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
支
援
対
象
障
害
者
」
と
い
う
。
）
の
職
業
の
安
定
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
民
法
第
三
十
四
条
の
法
人
、
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
二

十
二
条
に
規
定
す
る
社
会
福
祉
法
人
又
は
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す

る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
法
人
で
あ
つ
て
、
次
条
に
規
定
す
る
業
務
に
関
し
次
に
掲
げ
る

基
準
に
適
合
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
、
そ
の
申
請
に
よ
り
、
同
条
に
規
定
す
る
業
務
を
行
う
者
と
し
て
指
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

一

職
員
、
業
務
の
方
法
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
の
業
務
の
実
施
に
関
す
る
計
画
が
適
正
な
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の

計
画
を
確
実
に
遂
行
す
る
に
足
り
る
経
理
的
及
び
技
術
的
な
基
礎
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

二

前
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
業
務
の
運
営
が
適
正
か
つ
確
実
に
行
わ
れ
、
支
援
対
象
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
そ
の
他

福
祉
の
増
進
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

（
業
務
）

第
九
条
の
十
九

前
条
の
指
定
を
受
け
た
者
（
以
下
「
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る

業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。
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一

支
援
対
象
障
害
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
指
導
及
び
助
言
を
行
う
と
と
も
に
、
公
共
職
業
安
定
所
、
地
域
障
害

者
職
業
セ
ン
タ
ー
、
障
害
者
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
施
設
、
医
療
施
設
、
盲
学
校
、
聾
学
校
、
養
護
学
校
そ
の

ろ
う

他
の
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
援
助
を
総
合
的
に
行
う
こ
と
。

二

支
援
対
象
障
害
者
が
障
害
者
職
業
総
合
セ
ン
タ
ー
、
地
域
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
、
障
害
者
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
そ
の

他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
主
に
よ
り
行
わ
れ
る
職
業
準
備
訓
練
を
受
け
る
こ
と
に
つ
い
て
あ
つ
せ
ん
す
る
こ
と
。

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
支
援
対
象
障
害
者
が
そ
の
職
業
生
活
に
お
け
る
自
立
を
図
る
た
め
に
必
要
な
業
務
を

行
う
こ
と
。

（
準
用
）

第
九
条
の
二
十

第
九
条
の
十
二
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
及
び
第
九
条
の
十
四
か
ら
第
九
条
の
十
七
ま
で
の
規
定
は
、
障
害

者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
条
の
十
二
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る

の
は
「
第
九
条
の
十
八
」
と
、
「
同
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
」
と
、
「
所
在
地
並
び
に
当
該
指
定
に
係
る
地
域
」
と
あ
る

の
は
「
所
在
地
」
と
、
第
九
条
の
十
四
中
「
前
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
の
十
九
第
二
号
」
と

、
第
九
条
の
十
六
中
「
第
九
条
の
十
三
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
の
十
九
」
と
、
第
九
条
の
十
七
第
一
項
中
「
第
九
条
の
十



- 6 -

二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
の
十
八
」
と
、
同
項
第
一
号
中
「
第
九
条
の
十
三
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
の
十
九
」

と
、
同
項
第
三
号
中
「
こ
の
節
」
と
あ
る
の
は
「
次
節
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
秘
密
保
持
義
務
）

第
九
条
の
二
十
一

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
員
若
し
く
は
職
員
又
は
こ
れ
ら
の
職
に
あ
つ
た
者
は
、
第
九
条

の
十
九
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
十
一
条
第
一
項
中
「
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
二
条
第
三
項
第
一
号
か
ら
第
十
一
号
ま

で
に
掲
げ
る
職
員
」
を
削
り
、
「
船
員
で
あ
る
職
員
」
を
「
自
衛
官
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
国
に
勤
務
す
る
職
員
に
関
す
る
特
例
）

第
十
三
条
の
二

省
庁
（
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
四
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
機
関
又
は
国

家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
省
若
し
く
は
庁
を
い
う
。
以
下
同
じ
。

）
で
、
当
該
省
庁
の
任
命
権
者
及
び
当
該
省
庁
に
置
か
れ
る
外
局
等
（
内
閣
府
設
置
法
第
四
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
機

関
、
国
家
行
政
組
織
法
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
委
員
会
若
し
く
は
庁
又
は
同
法
第
八
条
の
三
に
規
定
す
る
特
別
の
機
関



- 7 -

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
任
命
権
者
の
申
請
に
基
づ
い
て
、
一
体
と
し
て
身
体
障
害
者
又
は
知
的
障
害
者
で
あ
る
職
員
の

採
用
の
促
進
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
も
の
（
以
下
「
承
認
省
庁
」
と
い
う
。

）
に
係
る
第
十
一
条
第
一
項
及
び
前
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
外
局
等
に
勤
務
す
る
職
員
は
当
該
承
認
省
庁
の

み
に
勤
務
す
る
職
員
と
、
当
該
外
局
等
は
当
該
承
認
省
庁
と
み
な
す
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
し
た
後
に
お
い
て
、
承
認
省
庁
若
し
く
は
外
局
等
が
廃
止
さ
れ
た
と
き

、
又
は
承
認
省
庁
若
し
く
は
外
局
等
に
お
け
る
身
体
障
害
者
若
し
く
は
知
的
障
害
者
で
あ
る
職
員
の
採
用
の
促
進
を
図
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
つ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
承
認
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
地
方
公
共
団
体
に
勤
務
す
る
職
員
に
関
す
る
特
例
）

第
十
三
条
の
三

地
方
公
共
団
体
の
機
関
で
、
当
該
機
関
の
任
命
権
者
及
び
当
該
機
関
以
外
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
（
以
下

「
そ
の
他
機
関
」
と
い
う
。
）
の
任
命
権
者
の
申
請
に
基
づ
い
て
当
該
機
関
及
び
当
該
そ
の
他
機
関
に
つ
い
て
次
に
掲
げ
る

基
準
に
適
合
す
る
旨
の
厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
（
以
下
「
認
定
地
方
機
関
」
と
い
う
。
）
に
係
る
第
十
一
条

第
一
項
及
び
第
十
三
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
そ
の
他
機
関
に
勤
務
す
る
職
員
は
当
該
認
定
地
方
機
関
の
み
に

勤
務
す
る
職
員
と
、
当
該
そ
の
他
機
関
は
当
該
認
定
地
方
機
関
と
み
な
す
。
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一

当
該
認
定
地
方
機
関
と
当
該
そ
の
他
機
関
と
の
人
的
関
係
が
緊
密
で
あ
る
こ
と
。

二

当
該
認
定
地
方
機
関
及
び
当
該
そ
の
他
機
関
に
お
い
て
、
身
体
障
害
者
又
は
知
的
障
害
者
で
あ
る
職
員
の
採
用
の
促
進

が
確
実
に
達
成
さ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
し
た
後
に
お
い
て
、
認
定
地
方
機
関
若
し
く
は
そ
の
他
機
関
が
廃
止
さ

れ
た
と
き
、
又
は
前
項
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
な
く
な
つ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で

き
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
（
除
外
率
設
定
業
種
（
身
体
障
害
者
及
び
知
的
障
害
者
が
就
業
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
職
種
の
労
働
者
が
相
当
の
割
合
を
占
め
る
業
種
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
業
種
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
属
す

る
事
業
を
行
う
事
業
所
の
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
か
ら
、
当
該
事
業
所
に
係
る
除
外
率
設
定
業
種

ご
と
の
労
働
者
の
数
に
当
該
除
外
率
設
定
業
種
に
係
る
除
外
率
（
除
外
率
設
定
業
種
に
係
る
労
働
者
の
う
ち
に
当
該
職
種
の
労

働
者
が
通
常
占
め
る
割
合
を
考
慮
し
て
除
外
率
設
定
業
種
ご
と
に
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
率
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
乗

じ
て
得
た
数
（
そ
の
数
に
一
人
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
は
、
切
り
捨
て
る
。
）
を
合
計
し
た
数
を
控
除
し
た

数
。
第
五
項
及
び
第
七
十
八
条
の
三
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
か
ら
除
外
率
設
定
業
種
ご
と
の
労
働



- 9 -

者
の
総
数
に
当
該
除
外
率
設
定
業
種
に
係
る
除
外
率
を
乗
じ
て
得
た
数
の
合
計
数
を
控
除
し
た
数
」
を
削
る
。

第
十
四
条
の
二
第
一
項
中
「
特
定
の
株
式
会
社
の
総
株
主
の
議
決
権
の
二
分
の
一
を
超
え
る
数
の
議
決
権
又
は
特
定
の
有
限

会
社
の
総
社
員
の
議
決
権
の
二
分
の
一
を
超
え
る
数
の
議
決
権
を
有
す
る
」
を
「
特
定
の
株
式
会
社
又
は
有
限
会
社
と
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
特
殊
の
関
係
の
あ
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
議
決
権
」
を
「
特
殊
の
関
係
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に

次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
十
四
条
の
三

親
事
業
主
で
あ
つ
て
、
特
定
の
株
式
会
社
又
は
有
限
会
社
（
当
該
親
事
業
主
の
子
会
社
を
除
く
。
）
と
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
特
殊
の
関
係
に
あ
る
も
の
で
、
当
該
親
事
業
主
、
当
該
子
会
社
及
び
当
該
株
式
会
社
又
は
有
限
会
社
（

以
下
「
関
係
会
社
」
と
い
う
。
）
の
申
請
に
基
づ
い
て
当
該
親
事
業
主
及
び
当
該
関
係
会
社
に
つ
い
て
次
に
掲
げ
る
基
準
に

適
合
す
る
旨
の
厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
に
係
る
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
五
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は

、
当
該
関
係
会
社
が
雇
用
す
る
労
働
者
は
当
該
親
事
業
主
の
み
が
雇
用
す
る
労
働
者
と
、
当
該
関
係
会
社
の
事
業
所
は
当
該

親
事
業
主
の
事
業
所
と
み
な
す
。

一

当
該
関
係
会
社
の
行
う
事
業
と
当
該
子
会
社
の
行
う
事
業
と
の
人
的
関
係
若
し
く
は
営
業
上
の
関
係
が
緊
密
で
あ
る
こ

と
、
又
は
当
該
関
係
会
社
が
当
該
子
会
社
に
出
資
し
て
い
る
こ
と
。
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二

当
該
親
事
業
主
が
第
七
十
八
条
の
三
各
号
に
掲
げ
る
業
務
を
担
当
す
る
者
を
同
条
の
規
定
に
よ
り
選
任
し
て
お
り
、
か

つ
、
そ
の
者
が
当
該
子
会
社
及
び
当
該
関
係
会
社
に
つ
い
て
も
同
条
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
こ

と
。

三

当
該
親
事
業
主
が
、
自
ら
雇
用
す
る
身
体
障
害
者
又
は
知
的
障
害
者
で
あ
る
労
働
者
並
び
に
当
該
子
会
社
及
び
当
該
関

係
会
社
に
雇
用
さ
れ
る
身
体
障
害
者
又
は
知
的
障
害
者
で
あ
る
労
働
者
の
雇
用
の
促
進
及
び
雇
用
の
安
定
を
確
実
に
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

２

第
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十
五
条
第
三
項
中
「
当
該
子
会
社
」
の
下
に
「
及
び
当
該
関
係
会
社
」
を
加
え
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中
「
身
体
障
害
の
」
を
「
別
表
に
掲
げ
る
障
害
の
」
に
改
め
、
同
条
中
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
第
四
項

を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

承
認
省
庁
又
は
認
定
地
方
機
関
に
係
る
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
外
局
等
又
は
当
該
そ
の
他
機
関
に
勤

務
す
る
職
員
は
、
当
該
承
認
省
庁
又
は
当
該
認
定
地
方
機
関
の
み
に
勤
務
す
る
職
員
と
み
な
す
。

第
二
十
九
条
第
七
項
中
「
当
該
子
会
社
」
の
下
に
「
及
び
当
該
関
係
会
社
」
を
加
え
る
。



- 11 -

第
三
十
九
条
の
十
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

４

第
十
三
条
の
二
及
び
第
十
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
十
三
条
の
二
第
一
項
及
び
第
十
三
条
の
三

第
一
項
第
二
号
中
「
又
は
知
的
障
害
者
で
あ
る
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
知
的
障
害
者
で
あ
る
職
員
又
は
重
度
身
体

障
害
者
若
し
く
は
重
度
知
的
障
害
者
で
あ
る
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
、
第
十
三
条
の
二
第
一
項
及
び
第
十
三
条
の
三
第
一
項

中
「
勤
務
す
る
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
勤
務
す
る
職
員
又
は
重
度
身
体
障
害
者
若
し
く
は
重
度
知
的
障
害
者
で
あ
る
短
時
間

勤
務
職
員
」
と
、
第
十
三
条
の
二
第
二
項
中
「
若
し
く
は
知
的
障
害
者
で
あ
る
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
知
的
障
害

者
で
あ
る
職
員
若
し
く
は
重
度
身
体
障
害
者
若
し
く
は
重
度
知
的
障
害
者
で
あ
る
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
す
る
。

５

第
十
七
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
勤
務
す
る
職
員
」
と
あ
る
の
は
、
「
勤
務
す
る
職
員
又
は
重

度
身
体
障
害
者
若
し
く
は
重
度
知
的
障
害
者
で
あ
る
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
す
る
。

第
三
十
九
条
の
十
三
の
見
出
し
中
「
第
五
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
障
害
者
」
を
「
精
神
障
害
者
」
に
改
め
、
同
条
第
一

項
中
「
第
五
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
障
害
者
」
及
び
「
当
該
障
害
者
」
を
「
精
神
障
害
者
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「

第
五
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
障
害
者
」
を
「
精
神
障
害
者
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
の
十
四
第
一
項
中
「
第
五
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
障
害
者
」
を
「
精
神
障
害
者
」
に
改
め
る
。



- 12 -

第
七
十
九
条
第
一
項
中
「
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
障
害
者
」
を
「
及
び
精
神
障
害
者
（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

者
に
限
る
。
）
」
に
改
め
る
。

第
八
十
二
条
中
「
障
害
者
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
下
に
「
、
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
、
「
事
務
所
」
の

下
に
「
、
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
六
条
第
一
項
に
規
定

す
る
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
を
加
え
る
。

第
八
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
八
十
六
条
の
二

第
九
条
の
二
十
一
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
二
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

附
則
第
五
条
を
附
則
第
六
条
と
す
る
。

附
則
第
四
条
第
一
項
中
「
附
則
第
四
条
第
一
項
」
を
「
附
則
第
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
「
当
該
子
会
社
」
の
下
に
「
及
び

当
該
関
係
会
社
」
を
加
え
、
同
条
を
附
則
第
五
条
と
す
る
。

附
則
第
三
条
第
五
項
中
「
附
則
第
三
条
第
二
項
」
を
「
附
則
第
四
条
第
二
項
」
に
、
「
附
則
第
三
条
第
三
項
」
を
「
附
則
第

四
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
四
条
と
し
、
附
則
第
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
雇
用
に
関
す
る
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
義
務
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）



- 13 -

第
三
条

第
十
一
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
条
第
一
項
中
「
当
該
機
関
の
職
員
の
総
数
」
と
あ
る
の
は

、
「
当
該
機
関
の
職
員
の
総
数
（
身
体
障
害
者
及
び
知
的
障
害
者
が
就
業
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
職
種
の

職
員
が
相
当
の
割
合
を
占
め
る
機
関
と
し
て
政
令
で
定
め
る
機
関
（
以
下
「
除
外
率
設
定
機
関
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は

、
当
該
除
外
率
設
定
機
関
の
職
員
の
総
数
か
ら
、
当
該
除
外
率
設
定
機
関
に
お
け
る
職
員
の
総
数
に
当
該
除
外
率
設
定
機
関

に
係
る
除
外
率
（
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
率
を
い
う
。
）
を
乗
じ
て
得
た
数
（
そ
の
数
に
一
人

未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
は
、
切
り
捨
て
る
。
）
を
控
除
し
た
数
）
」
と
す
る
。

２

第
十
四
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
条
第
一
項
中
「
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
」
と
あ
る
の
は
「

そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
（
除
外
率
設
定
業
種
（
身
体
障
害
者
及
び
知
的
障
害
者
が
就
業
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
職
種
の
労
働
者
が
相
当
の
割
合
を
占
め
る
業
種
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
業
種
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

に
属
す
る
事
業
を
行
う
事
業
所
の
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
か
ら
、
当
該
事
業
所
に
係
る
除
外
率

設
定
業
種
ご
と
の
労
働
者
の
数
に
当
該
除
外
率
設
定
業
種
に
係
る
除
外
率
（
除
外
率
設
定
業
種
に
係
る
労
働
者
の
う
ち
に
当

該
職
種
の
労
働
者
が
通
常
占
め
る
割
合
を
考
慮
し
て
除
外
率
設
定
業
種
ご
と
に
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
内
に
お
い
て
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
率
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
乗
じ
て
得
た
数
（
そ
の
数
に
一
人
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
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数
は
、
切
り
捨
て
る
。
）
を
合
計
し
た
数
を
控
除
し
た
数
。
第
五
項
及
び
第
七
十
八
条
の
三
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
、
同

条
第
二
項
中
「
総
数
に
」
と
あ
る
の
は
「
総
数
か
ら
除
外
率
設
定
業
種
ご
と
の
労
働
者
の
総
数
に
当
該
除
外
率
設
定
業
種
に

係
る
除
外
率
を
乗
じ
て
得
た
数
の
合
計
数
を
控
除
し
た
数
に
」
と
す
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
十
一
条
の
政
令
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
十

四
条
の
厚
生
労
働
省
令
は
、
除
外
率
設
定
機
関
及
び
除
外
率
設
定
業
種
に
お
け
る
身
体
障
害
者
又
は
知
的
障
害
者
の
雇
用
の

状
況
、
障
害
者
が
職
業
に
就
く
こ
と
を
容
易
に
す
る
技
術
革
新
の
進
展
の
状
況
そ
の
他
の
事
項
を
考
慮
し
、
当
該
政
令
及
び

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
率
が
段
階
的
に
縮
小
さ
れ
る
よ
う
に
制
定
さ
れ
、
及
び
改
正
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

別
表
中
「
身
体
障
害
の
範
囲
（
第
二
条
関
係
）
」
を
「
障
害
の
範
囲
（
第
二
条
、
第
十
七
条
関
係
）
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。

一

第
十
三
条
の
次
に
二
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
第
十
四
条
の
二
第
一
項
の
改
正
規
定
、
同
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
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正
規
定
、
第
十
五
条
第
三
項
の
改
正
規
定
、
第
十
七
条
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
、
第
二
十
九
条
第
七
項
の
改
正
規
定

及
び
第
三
十
九
条
の
十
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
四
条
第
一
項
の
改
正
規
定
（
子
会
社
及
び
関
係
会
社
に
係
る
部
分
に

限
る
。
）

平
成
十
四
年
十
月
一
日

二

第
十
一
条
第
一
項
の
改
正
規
定
及
び
第
十
四
条
第
一
項
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
五
条
を
附
則
第
六
条
と
す
る
改
正

規
定
、
附
則
第
四
条
第
一
項
の
改
正
規
定
（
子
会
社
及
び
関
係
会
社
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
、
同
条
を
附
則
第
五
条
と

す
る
改
正
規
定
、
附
則
第
三
条
第
五
項
の
改
正
規
定
、
同
条
を
附
則
第
四
条
と
す
る
改
正
規
定
及
び
附
則
第
二
条
の
次
に

一
条
を
加
え
る
改
正
規
定

平
成
十
六
年
四
月
一
日

（
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
旧
法

」
と
い
う
。
）
第
九
条
の
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
て
い
る
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五

号
）
第
二
十
二
条
に
規
定
す
る
社
会
福
祉
法
人
で
あ
っ
て
、
旧
法
第
九
条
の
十
三
第
一
号
に
規
定
す
る
あ
っ
せ
ん
の
業
務
を

行
っ
て
い
る
も
の
（
以
下
「
旧
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）
は
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関

す
る
法
律
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う
。
）
第
九
条
の
十
八
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
者
と
み
な
す
。
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２

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
前
に
旧
法
第
九
条
の
十
二
第
二
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
公
示
（
旧
セ
ン
タ
ー
に
係

る
も
の
に
限
る
。
）
で
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
効
力
を
有
す
る
も
の
は
、
新
法
第
九
条
の
二
十
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
準
用
さ
れ
る
新
法
第
九
条
の
十
二
第
二
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
公
示
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
当
該
公
示
の
う
ち
旧
法
第
九
条
の
十
二
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
に
係
る
地
域
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律

の
施
行
と
同
時
に
、
そ
の
効
力
を
失
う
も
の
と
す
る
。

３

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
、
旧
法
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
よ
り
旧
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
行
い
、
又
は
旧
セ
ン
タ
ー
が
行

っ
た
処
分
、
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、
新
法
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
中
の
相
当
す
る
規
定
に
よ
っ
て
、
新
法
第
九
条
の
十

九
に
規
定
す
る
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
行
い
、
又
は
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
た

処
分
、
手
続
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
三
条

前
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
て
必
要
と
な
る
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
職
業
能
力
開
発
促
進
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

職
業
能
力
開
発
促
進
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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第
十
六
条
第
五
項
中
「
第
二
章
第
五
節
」
を
「
第
二
章
第
六
節
」
に
改
め
る
。


